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木 綿 ゆ かit  gfiを 対 象 に 、 地 直 し 処 理 効 果 を 布 の 物 性 お よ び 着 用 実 験 から 検 討 した。

地 直し は 、 霧 吹 き 状 態 で く り 返し 布 を アイ ロ ニ ン グ す る 方 法 に よ っ た 。 こ の 地 直

し 処 理 前 後 の 木 綿 ゆ か た 地 に つ い て 、 布 の 力 学 的 特 性 を ま ず 測 定 し た 。 そし て 、 こ れら の

布 地 を 用 い て ゆか た を 製 作し 、 着 用 に よ っ て 生 じ る 両 布 の ひ ず み 差 に 注 目し た 。

結 果　 木 綿 ゆ かft: Ml の 地 直し 処 理 効 果 は 、 つ ぎ の
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よ う に ま と め ら れ る 。 （1） 地 直し に よ る 布 の力 学 的 ‾
一

特 性 の 変 化 は 、 右 表 のよ う に まと め ら れる 。 （2） ゆ　 せん断

か た の 着 用 に よ る 布 の ひ ず みは 、 い ず れ の 部 位 と も ‾
曲 げ

着 用 の 経 日 に つ れ て 増 大 す る が 、 そ の増 大 の 割 合 いｰ

は 、 地 直し 処 理 を 施し た も の のほ う が 未 処 理 のそ れ　 圧 縮
-

よ り 小 さ い 。(3)       た と え ば 、 着 用 に よ る 地 直し 処 理　 引彊り

の み の も の で あ る か ら 、(1)     か ら 地 直し 処 理 に よ り 、 こ の 方 向 の 弾

後 の ゆ か た の ひ ず み は 、で ん 部 に 比 し て ひ ざ 部 は 殊

の 外 小 さ い 。 こ れ は 、 ひざ 部 の 正 座 に よ る 布 の 変 形

が 、ほ と んど ゆ か た の タ ケ 方 向 つ まり 布 の タ テ 方 向

性 が 増

と よ く 呼 応 す る こ と など が 説 明 さ れ る 。(4 ） さ ら に 、 地 直し 処理 を 施 し

大 し て い

未 処た 布 は

も の よ り も 着 用 に よ る 布 の 力 学 的 特 性 の変 化 が 小 さ く 安 定し てい る 。　こ の よ

処 理 と は 、 布 を 安 定 さ せ 、 着 用 に よ る 布 の 物 性 変 化 を で き る だ け 少 な く す
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B 的　 フ ，r  -  スカ-  ト の形 態は　 着 詞静 止時I  - お いマIS.    ドし ープt  I  マ現 つれ．他

のフガ-  V  ^  比教し て　 特徴的 な もの マ` f)るが，
－
用時r-  歩ft  な ど の動 作１ しれ場 合ヽ ･こそ

の形$&･は　 動 作 に内 在寸 る諸 力向．譲動 じ恥零t 礎け, 槻 雑 に縮 似動*　 々 裸な動 的 イメ

ーy'l  ふえ る,   そ こT 本゙研呪 では．フL  ア ースカ ーI- 
．振動 時柱 に蒼i し て.    実験 的 匹

フし7  -  %  カ ートい 振動t 加t だ塙 合の形 態変化μ ついて,    経時 的解析l 試 み．3t↑-. 振動

I- ．:る据 線形 政 へのあ 饗i 養討I.　7  レ ア ースil -  V  の動 的 イメ-  ジ･･ 杷攘j.  a  的とし1--.

方 法　試 柄k  t  r . 綿 ，ウ-  ･し.  ポリI  ス-r Iしの計3 像l 遂t し，円弧 法 を用いtこ裾 回

り寸 ■;£ ,  %  カ-  ＼- 丈t 一r に しr- ;＼' タ ーンr- よ'卜 前後中iり ごヽイT  ス方fe7 ・8  放は ぎフし

r  -  スカ-  I- 1 製 作11-..   ザi  では．渫準 的 な婦 た衣料 サイ ズ゙ b しお.   z.で元謡動装曇よ．

のん台μ4 装さtf  . 勅 使・ £ 右･    回 転う 匈̂<^ 振動l  加X.,     ビギオ カメ7    t 用い マ.   検正 面

＼:右側 面 カヽ 'i黛彩 行 い. 形 態 変化I-  ->い マみ像 解析vi 予 ムi 用いr  , 孝 材?'J, 振動 の

種類 別 に比教 養討 し托． まT--, 垠 動 停止 悛 の裾線 形 戚 ＼'-フい1  も同 様 に． 検討 しt--.

締某　H, 次 元他動 疵置いJ: ．マ.   －fc^ 振動 を件 の槌t が可能 マ゙ あり,   まT-,   画 像解析

ジ ス予ムに よh 解析の結莱 ，最 も振動 に影響 さ似，他動 寸!, 旛線丿･.め£ の振動竜 也，振動

a- 胤，振動 加琢 萬1  求 妁るこ^  が可 能I- な り. 振動 厦豹 が゙傅'i 似 恢．素材 別に 見るV. ，振

動 走他 は．各^ 動'ct,.  fir･)  X ス子,し<  ケ一|しく 綿 が 懐･てI;きくな るこfc がiつか ■> T--。ｊ

↑■--. 振動 り像幾別 μt る^    
■    -
すベ7   I - ぢい7,    前楕く をおく 回転 印恨い禰幅 が丈きく なり．

裾 線形 状I- も彩 響 が認 めり 似.  ＆･フレ ア ーTil  -  ト固扁 の振動 時柱 が把握ﾏ ヽ`き↑ｌ。


